
 

 

 



 

 

 

静岡労働局働き方改革推進本部 設置要綱 

   

１ 目的 

労働者の心身の健康確保、仕事と生活の調和、女性の活躍推進等の観点から、

法定労働条件の履行確保を前提とした上で、個々の企業において、労使の話し合

いを通じて、所定外労働時間の削減、年次有給休暇の取得促進、始業及び終業の

時刻の設定の見直し、勤務地や勤務時間等を限定した多様な正社員制度、適正な

労働条件の下でのテレワークの普及など長時間労働や転勤を一律の前提とする雇

用管理を見直す「働き方改革」を進めていくことが求められている。 

「『日本再興戦略』改訂2014」（平成26年６月24日閣議決定）においても、「新

たに講ずべき具体的施策」として「働き方改革の実現」が掲げられ、その具体策

として「働き過ぎ防止のための取組強化」が明記されるなど、長時間労働対策の

強化が政府としての喫緊かつ重要な課題となっている。 

また、平成26年11月28日に施行された「まち・ひと・しごと創生法」（平成26

年法律第136号）の基本理念として、「仕事と生活の調和を図ることができるよう

環境の整備を図ること」、「地域の特性を生かした（中略）魅力ある就業の機会

の創出を図ること」が掲げられており、働き方改革の実現に向けた取組はこれら

にも資する。 

こうしたことから、働き方改革の実現に向けた取組をさらに強化するため、企

業トップへの働きかけや気運の醸成を図ることを目的とする。 

 

２ 設置 

  働き方改革の実現に向けた対策を推進するため、静岡労働局に、働き方改革推進

本部（以下「本部」という。）を設置する。 

 

３ 構成メンバー 

 本部長   労働局長 

 副本部長  労働基準部長 

 本部員   職業安定部長 雇用均等室長 監督課長 企画室長 

 事務局   主任監察監督官 労働時間設定改善指導官 監督課長補佐 

 

４ 実施内容 

（１）働き方改革の促進のための取組方針の決定 

（２）働き方改革の促進のための団体・企業のトップへの働きかけ 

（３）働き方の見直しに向けた地域全体における気運の醸成 

（４）その他働き方改革の促進のために必要な取組 

 

５ 会議 

労働局長は、必要に応じ会議を招集する。 

 

６ 庶務 

本部の庶務は、労働基準部監督課において処理する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 厚生労働省では、企業の皆さまが社員の働き方・休み方の改善に向けた検討を行う際に活用でき

る「働き方・休み方改善ポータルサイト」を、１月 30 日に開設しました。サイトでは、専用指標によって

企業診断ができる「働き方・休み方改善指標」や、「企業における取組事例」などを掲載しています。

社員が自らの働き方・休み方を振り返るための診断も行えます。 

長時間労働や休暇が取れない生活が常態化すれば、社員のメンタルヘルスに影響を及ぼす可能

性が高くなり、生産性が低下します。また、企業としては、離職リスクの上昇や、イメージの低下など、

さまざまな問題が生じることになります。社員のために、そして企業経営の観点からも、長時間労働の

抑制や年次有給休暇の取得促進が求められています。 

。本サイトを活用して働き方改革を進めてみませんか。 

 

 

 

 

「働き方・休み方改善ポータルサイト」を利用して 
働き方改革を進めてみませんか  

 
 

 

専用指標による企業診断ができます 

 

診断結果に基づき対策を提案します 
 

提案内容に関連した取組を実施して
いる企業の取組概要を紹介します 

 

企業の取組事例を詳しく紹介します 
 

働き方改革ツールを提供します 
 

 

 

【別添１】 

４ 

５

４ 

３

４ 

２

４ 

１

４ 

「働き方・休み方改善ポータルサイト」http://work-holiday.mhlw.go.jp 
（平成 27 年１月 30 日開設）  

 

 

 

http://work-holiday.mhlw.go.jp/


 

 

 

 

  

  30 代 Ａさん 

【早めの帰宅で保育

園にお迎え】 

朝７時 30 分に出勤、

午後４時まで仕事。保

育園に直行して子ど

ものお迎え。明るいう

ちに子どもと一緒に

お風呂。ちなみに、朝

は夫が子どもに朝食

を食べさせ、保育園に

お見送りして 10 時に

出勤。 

 40 代 Ｂさん 

【夕方は一人暮らし

の母に会いに】 

朝８時に出勤。午後

４時 30 分まで仕事。

夕方からは、80 代の

母の顔を見に郊外の

実家へ。母は、まだ

まだ元気で介護はい

らないけれど、一人

暮らしなので少し心

配。 

【夕方は夫婦でテニ

スを楽しむ】 

最近、運動不足を痛

感し、妻と一緒にテ

ニスを始めた私。定

時退社したいので朝

７時に出勤して１時

間の「朝残業」。午

後４時半の定時まで

仕事をし、明るいう

ちに妻と一緒にテニ

スコートへ。 

長時間労働の抑制 

ワーク・ライフ・バランスの

実現 

仕事の効率化を通じた労働生産性の向上  

余暇充実による需要創出  

強い経済の実現を後押し  

（先進国としての自信と誇りの回復）  

国民が豊かさを実感  

 50 代 Ｃ氏 

※国家公務員については、今年の夏から率先して朝型勤務を進めるが、フレックスタイム制を活用した朝型勤務については、所要

の法改正がなされた後、実施する。 

今年の夏から、朝型勤務を勧奨（フレックスタイム制も適宜活用）！ 

夏の生活スタイル変革  

○個々人がライフスタイルに合わせて仕事ができるようになることが最終目標 
○まずは、明るい時間が長い夏の間は、朝早くから働き始め、夕方は家族などと過ごす時間に充てる  



 

 

 

 

2015 年 4 月 24 日 

内 閣 官 房 

 

はじめよう！夕方を楽しく活かす働き方。 

『ゆう活』 
「夏の生活スタイル変革」の通称が決定 

 

 

政府は、「夏の生活スタイル変革」の通称を『ゆう活』に決定し、『ゆう活』を促す国民運動を

盛り上げていくこととしました。「夏の生活スタイル変革」は、朝早くから働き始め、明るい夕方

のうちに仕事を終わらせ、夕方からは家族や友人との時間を楽しむことを推進してワークライ

フバランスを実現し、国民が豊かさを実感できるようにすることを目的としています。 

 

『ゆう活』とは 

『ゆう活』（ゆうやけ時間活動推進）は、勤務終了時刻が早まることで生まれる夕方の時間
で、生活を豊かにしていくという考え方から名付けられました。今まで勤務時間に充てられて
いた“夕”方の時間に、“悠々”とした自分の時間が生まれることでより一層生活を豊かにして
いく。『ゆう活』を通じて、国民の働き方が変わることで、生活スタイルの変革を推進します。 
  
ゆうやけ時に 

悠々とした時間が生まれる。 

友人と会える。 

遊ぶ時間が増える。 

家族で過ごす優しい時間ができる。 

新しい人・モノ・ことと自分が結ばれる。 

勤務時間が、１、２時間早まることで生まれる 

自分の時間で生活を豊かにしていこう。 
 

『ゆう活』のロゴマークについて 

 夕方を想起させるオレンジ色を基調に、 

 豊かな時間が広がっていくことを表現した 

デザインです。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

内閣官房 内閣官房副長官補室 

（担当： 林 ） TEL：０３－３５８１－５０７３ 

（担当：近藤） TEL：０３－３５８１－３８８８ 

（担当：田中） TEL：０３－３５８１－０６９８ 

 

 


